












１　沿　革
　福岡都市圏を含む北部九州の増大する水需要に対処するには、筑後川水系の総合的な水資源開発及

び水利用がなくては解決出来ないことから、昭和39年10月、筑後川が水資源開発促進法に基づく開発

水系に指定された。昭和41年２月には、「筑後川水系における水資源開発基本計画」が閣議決定され、

両筑平野用水事業として江川ダムの建設が開始され、さらに、昭和45年12月には、基本計画の一部変

更により寺内ダムの建設が追加された。これにより江川ダムと寺内ダムの二つのダムを総合利用する

ことにより、都市用水3.65m
3
/sが筑後川において新たに開発されることとなった。

　一方、福岡都市圏の水需要は、人口の集中、生活の向上、産業文化の発展等に伴って年々相当量の

増加を続けており、これに対する水資源は、地理的条件から近郊にこれらの需要を充たすことができ

る地下水や河川等の水源に恵まれていない。したがって当地区における抜本的水源対策としては、筑

後川等からの導水に頼らざるを得ない状況にあった。これらの条件を踏まえ、昭和46年６月に、福岡

都市圏の１市21町が「福岡地区広域水道推進連絡協議会」を発足させ、まず筑後川取水事業の受入計

画の検討を始めた。

　その結果、

①水道用水の広域的有効利用と諸問題の共同処理

②施設における重複投資の回避

③施設の配置及び管理運営の効率化

④国庫補助の導入

⑤筑後川開発の受入体制の整備

の５項目の理由により、筑後川等を水源とする用水供給事業を共同処理するための一部事務組合とし

て企業団を設立し、当面筑後川よりの取水を受け入れる体制を整えるべきであるとの結論に達し、昭

和48年３月に「福岡地区水道企業団設立準備委員会」を発足させ、許認可作業など具体的な企業団設

立の準備に入った。同年５月には、福岡県より江川・寺内ダム及び合所ダムの水配分163,100m3/日を

受け、同時に各構成団体別の水配分を内定し、同年６月１日福岡地区の４市18町（現在６市７町１企

業団１事務組合）を構成団体とする「福岡地区水道企業団」が設立され、用水供給事業を行うことと

なった。同年７月には、創設事業の厚生大臣認可を得て事業に着手し、同年度中に牛頸浄水場の用地

買収を終了し、昭和49年度より浄水・送水各施設の建設を開始した。

　当初は国の事業に併せ、昭和52年度一部通水の計画であったが、国の事業が諸般の事情により遅れ

度々の工期延長を余儀なくされ、ようやく昭和58年11月21日に水道用水の供給を開始した。

　また、昭和56年３月には、水道法に基づく福岡地域広域的水道整備計画が福岡県によって策定され

たことに伴い、多々良川に建設中の県営鳴淵ダムによる開発水量22,000m
3
/日が企業団に配分された。

これと筑後川の追加配分9,200m
3
/日を加えるため、昭和56年９月に第一回拡張事業の認可を受け、計

画給水量194,300m
3
/日となった。

　その後、昭和59年10月に筑後大堰の新規開発水量のうちから6,500m
3
/日を福岡県より水配分を受け、

昭和60年３月に第二回拡張事業として認可を受け、次いで、昭和63年に福岡県より大山ダム及び五ケ

山ダムの水配分を受けたことに伴い、平成４年３月に第三回拡張事業として認可を受け、さらに、平

成９年10月に、県策定の福岡地域広域的水道整備計画が改定され、海水淡水化施設の事業主体を福岡

地区水道企業団、施設規模を50,000m
3
/日と位置づけられた。これと大山ダムの利水者確定に伴う追加

配分10,700m
3
/日を加えるため、平成11年３月に第四回拡張事業として認可を受け、平成11年度から海

水淡水化施設の事業に着手した。また、福岡市との共同施設である多々良浄水場においては、水源で

ある多々良川水系の水質悪化に伴い、オゾン・活性炭処理方法による高度浄水処理施設を導入する第

４回拡張事業第１回変更を平成13年３月に認可を受け、平成13年度より着手した。
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　また、五ケ山ダムの取水地点について、予定地点の土地利用状況等により見直しが必要となったた

め、取水地点を福岡市の番托取水場に変更するとともに、導水先を福岡市の乙金浄水場に変更する第

四回拡張事業第２回変更を平成25年４月に認可を受けた。

　施設能力は、平成25年度より供用を開始した大山ダムの52,000m
3
/日を含め、302,800m

3
/日となり、

平成29年度に完成した五ケ山ダムが供用を開始すると312,800m
3
/日となる計画である。

なお、供給水量については、大山ダムの供用開始にあわせて、平成25年度より利水安全度を考慮した

安定供給水量に変更している。

　筑後川における当企業団の水源開発は大山ダムの完成で一応完了となったが、不特定用水の確保、

流況の安定化が重要な課題として残っており、小石原川ダムの早期完成や筑後川水系ダム群連携事業

の早期建設着手について流域関係者と一緒に国・県等へ働きかけている。

（１）企業団のあゆみ

昭和39年10月16日  筑後川水系水資源開発水系指定

昭和41年２月１日  筑後川水系水資源開発基本計画決定

昭和42年１月30日  両筑平野用水事業（江川ダム）実施方針指示

昭和42年３月28日  両筑平野用水事業（江川ダム）実施計画認可

昭和44年６月13日  第一次北水協マスタープラン策定

昭和45年12月22日  筑後川水系水資源開発基本計画一部変更［寺内ダムの追加］

昭和46年６月11日  福岡地区広域水道推進連絡協議会発足

昭和47年３月24日  両筑平野用水事業（江川ダム）実施方針変更指示

昭和47年３月25日  寺内ダム事業実施方針指示

昭和47年12月25日  寺内ダム事業実施計画認可

昭和48年３月７日  福岡地区水道企業団設立準備委員会発足

昭和48年５月８日  合所ダム事業計画決定

昭和48年６月１日  福岡地区水道企業団設立

昭和48年７月26日  福岡地区水道企業団水道用水供給事業認可（163,100m3/日）

昭和49年７月26日  筑後川水系水資源開発基本計画一部変更［筑後大堰、福岡導水の追加］

昭和50年３月１日  福岡地区水道企業団規約一部変更［早良町削除］

昭和50年３月17日  両筑平野用水（江川ダム）事業実施計画変更認可

昭和51年３月22日  両筑平野用水（江川ダム）施設管理方針指示

昭和51年３月31日  両筑平野用水（江川ダム）管理規程認可

昭和51年５月26日  合所ダム工事協定締結

昭和51年８月30日  福岡導水事業実施方針指示

昭和51年11月２日  福岡導水事業実施計画認可

昭和51年11月24日  第二次北水協マスタープラン策定

昭和52年１月28日  筑後大堰事業実施方針指示

昭和52年２月18日  寺内ダム事業実施方針変更指示

昭和52年３月12日  寺内ダム事業実施計画変更認可

昭和52年11月28日  筑後大堰事業計画認可

昭和53年１月24日  福岡地区水道企業団規約一部変更［春日那珂川水道企業団加入］

昭和53年５月20日  昭和53年大渇水　～S54.3.24〔287日間〕送水制限。福岡市給水制限

　 渇水対策本部設置 S53.5.15～S54.4.20〔319日間〕

昭和53年５月27日  寺内ダム施設管理方針指示
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導水施設

水道用水供給事業概要図

乙金浄水場

①水源

水　　系 開発水量（m3/日）

144,200

28,100

6,500

52,000

230,800

多々良川 22,000

那珂川 (10,000)

海水淡水化施設 50,000

(312,800)

302,800

②導水施設

延長（㎞） 口径（mm）

φ1500

2R＝2500（トンネル）

海水淡水化施設 21.1 φ700～800

③浄水施設

施　設　名 水　　源

牛頸浄水場 筑 後 川

多々良浄水場 （企業団分） 多 々 良 川

乙金浄水場 (10,000) （企業団分） 那 珂 川

海水淡水化センター 奈 多 海 水

(312,800)

④送水施設

延長（㎞） 口径（mm）

送水管 165.8 φ100～1800

送水ポンプ

⑤関係河川の概要

筑後川 那珂川

 水系  筑後川水系  那珂川水系

 河川種別  １級河川  ２級河川

 河川管理者  国土交通省  福岡県・佐賀県

 河川延長  143㎞  35㎞

 流域面積  2,860㎢  124㎢

 上流端  熊本県瀬の本高原  篠栗町大字篠栗  福岡市早良区板屋

福岡導水
（水資源機構）

久留米～牛頸浄水場
山口調整池

（有効貯水容量390万m3）

24.7

230,800

22,000

50,000

合　　計

施　　設　　名

江川ダム・寺内ダム

合所ダム

計

大山ダム

（山口調整池）

筑後大堰

302,800

鳴淵ダム

海水淡水化センター

筑後川

ルート

五ケ山ダム

合 計

 168㎢

ルート

牛頸浄水場～各構成団体配水池

設置個所数

16

能力

11kw～250kw

多々良川

 多々良川水系

 ２級河川

 福岡県

 17.8㎞

施設能力（m3/日）

海水淡水化センター～多々良～下原

○構成団体と供給団体
構成団体：６市７町１企業団１事務組合
供給団体：６市６町１企業団１事務組合

○構成団体の行政区域内合計人口
2,532,620人（平成29年3月31日現在推計人口）

○構成団体の面積（平成28年10月1日現在）
1,171.79㎢

導水施設

那珂川市
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Ⅱ 平成29年度事業の概要 
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Ⅲ 財        政 
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Ⅳ 組 織・機 構
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（３）事務分掌

課 名

総 務 課 (１) 議会事務局及び監査事務局との連絡に関すること。

(２) 経営会議に関すること。

(３) 運営協議会、幹事会及びブロック担当者会議に関すること。

(４) 水道企業団協議会及び日本水道協会に関すること。

(５) 法制事務に関すること。

(６) 公文書の収受、発送及び保存の統括並びに文書取扱いの指導に関すること。

(７) 公印に関すること。

(８) 組織及び事務分掌に関すること。

(９) 職員の雇用、任免、服務、分限、懲戒、賞罰及び賠償に関すること。

(10) 職員の給与、被服貸与、報酬、費用弁償及び旅費に関すること。

(11) 情報通信システムに関すること。

(12) 労働組合に関すること。

(13) 職員の福利厚生及び安全衛生に関すること。

(14) 職員の研修に関すること。

(15) 危機管理対策に関すること。

(16) 広報に関すること。

(17) 各課間の事務事業の総合調整に関すること。

(18) 各種の統計及び調査に関すること。

(19) 行政改革に関すること。

(20) 総務部の庶務、課の予算、決算及び経理に関すること。

(21) 水源地域等流域との交流事業に関すること。

(22) 福岡都市圏広域行政事業組合の流域連携基金事業に関すること。

(23) 他の課に属さない事項に関すること。

財 務 課 (１) 財政の計画及び調査に関すること。

(２) 構成団体繰出金の協議・調整に関すること。

(３) 企業債に関すること。

(４) 割賦負担金償還に関すること。

(５) 予算の編成及び決算並びに経理の統括に関すること。

(６) 勘定決算に関すること。

(７) 会計伝票及び付属書類の審査に関すること。

(８) 現金及び有価証券の保管及び出納に関すること。

(９) 会計帳簿その他会計に関する書類及び保管に関すること。

(10) 供給料金の調定及び収納に関すること。

(11) 資金計画及び一時借入金に関すること。

(12) 課の予算、決算及び経理に関すること。

(13) 企業団財産の取得及び処分並びに財産管理の統括に関すること。

(14) 庁舎（本庁舎に限る。）の維持管理に関すること。

(15) 車両管理の統括に関すること。

(16) 請負契約及び購入契約その他各種契約に関すること。

(17) 環境保全活動の統括に関すること。

計 画 課 (１) 施設整備に係る基本計画、総合調整に関すること。

(２) 水源開発に関する計画の実施及び調整に関すること。

(３) 事業認可に関すること。

(４) 水需給計画に関すること。

(５) 水利権に関すること。

(６) 取水及び送水量の運用調整に関すること。

(７) 関連取水施設との協議調整に関すること。

(８) 水源関係機関との協議調整に関すること。

(９) 用水供給対象団体との送水計画についての連絡調整に関すること。

(10) 水運用情報の収集及び提供に関すること。

(11) アセットマネジメントシステムの管理運営に関すること。

(12) 国庫補助金の交付申請等に関すること。

（平成30年4月1日現在）　

事 務 分 掌

66



課 名

計 画 課 (13) 技術検討委員会に関すること。

(14) 施設部の庶務、課の予算、決算及び経理に関すること。

施 設 課 (１) 送水及び導水施設（電気及び機械設備を除く。）の維持に関すること。

(２) 送水及び導水施設（電気及び機械設備を除く。）整備事業の実施に関する

こと。

(３) 送水及び導水施設（電気及び機械設備を除く。）の財産管理に関すること。

(４) 土木施設・送水及び導水施設の耐震化事業の実施に関すること。

(５) 用水供給システム機能強化の実施に関すること。

(６) 各種事業の実施計画に関すること。

(７) 課の予算、決算及び経理に関すること。

牛 頸 浄 水 場 (１) 浄水及び送水操作に関すること。

(２) 浄水及び送水施設（電気及び機械設備）の維持管理に関すること。

(３) 用水供給団体との供給認定水量に関すること。

(４) 配水池まわり設備（下原配水池施設を除く。）の電力量に関すること。

(５) 牛頸浄水場の予算、決算及び経理に関すること。

(６) 牛頸浄水場及び山口活性炭注入施設の財産管理に関すること。

(７) 汚泥の有効利用に関すること。

(８) 環境保全に関すること。

水 質 セ ン タ ー (１) 水源水域の水質調査に関すること。

(２) 浄水場に係る水質検査に関すること。

(３) 海水淡水化センターに係る水質検査（浄水処理に関することを除く。）

に関すること。

(４) 供給水の水質検査に関すること。

(５) 構成団体等からの水質検査業務の受託に関すること。

(６) 構成団体の区域内の水質管理に関すること。

(７) 水質の調査及び研究に関すること。

(８) 水質検査における精度管理及び信頼性保証に関すること。

(９) 水質センターの予算、決算及び経理に関すること。

海 水 淡 水 化 (１) 海水淡水化操作に関すること。

セ ン タ ー (２) 海水淡水化センター、多々良混合施設、下原混合施設及び混合放流施設

（電気及び機械設備）の維持管理に関すること。

(３) 海水淡水化センターの予算、決算及び経理に関すること。

(４) 海水淡水化センター、多々良混合施設、下原混合施設及び混合放流施設

の財産管理に関すること。

　主　査

総 務 部

施設部海水淡水化センター

事 務 分 掌

所 属 特 命 事 項

　議会・監査等

　経営効率化等

　水質管理

施 設 部 計 画 課 　海水淡水化施設調査
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Ⅴ 用 語 解 説



１　浄水関係
(１)【アンスラサイト】（anthracite）

(２)【活性炭】（activated carbon）

(３)【凝集剤】（coagulant）

(４)【原水】（raw water）

(５)【高度処理】（advanced water treatment, advanced water purification）

(６)【残留塩素】（residual chlorine）

(７)【次亜塩素酸ナトリウム】（sodium hypochlorite）

(８)【浄水】（water treatment, treated water, finished water）

(９)【送水】（water transmissio

(10)【損失水頭】（head loss, loss of head）

(11)【脱水ケーキ】（dewatered cake, dehydrated cake）

(12)【着水井】（receiving well）

水が流れるとき､壁面との摩擦や断面変化で失われるエネルギーを位置エネルギー(水頭)で表したもの｡

ろ過池の損失水頭の場合は、懸濁物質の充填ろ材間隙内への抑留に伴い粒子間の水路が閉塞し､通水抵

浄水場へ流入する原水の水位動揺を安定させ､水位調節や流入量測定を行うために設ける池または桝の

事。また、薬品の注入箇所、複数系統からの原水給水、原水の配分などの機能を持つものもある。

石炭のうち最も炭化度の進んだ無煙炭のこと。揮発分や炭分が少なく､成分は炭素が90％以上で､他に

も酸素や水素が含まれる。良質の物を破砕してふるい分けしたものをろ材として使っている。多層ろ過

において砂より軽いろ材として使用する。

炭素系物質からなる吸着剤の一種で形状から粉末活性炭と粒状活性炭に分類される｡浄水処理において､

通常の凝集沈殿、ろ過で除去できない溶解性の有機物を吸着除去するために用いる。活性炭吸着は有機

物の除去に極めて有効な方法で、異臭味物質、農薬類、フェノール類などの微量有害物質や、合成洗剤、

浄水場から排出されるスラッジ(汚泥)の処分を容易にするために脱水された固形物｡脱水汚泥､脱水ス

ラッジともいう。

通常の浄水処理では､除去に限界があり、原水の臭気成分、色度成分､微量有機物､トリハロメタン前駆

物質をさらに除去するため､対象成分に応じて、活性炭処理、オゾン処理、生物処理を単独又は組み合わ

せた浄水処理方法を言う。

水中に塩素を注入することによって水中に残留した有効塩素をいい、次亜塩素酸などの遊離有効塩素

色度成分、トリハロメタン前駆物質などの除去に用いられる。

水処理において、水中の懸濁物質などを除去することを目的として、添加する薬品。

地表水（河川、湖沼水、貯水池水）、地下水（伏流水、井水）等の浄水する前の水。

（遊離残留塩素）とクロラミンのような結合有効塩素（結合残留塩素）に区分される｡残留塩素の測定に

は､ＤＰＤ法がある｡水道法では衛生上の処置として､給水の残留塩素を遊離残留塩素として0.1mg/L（結

合残留塩素の場合は0.4mg/L）以上保持するように規定している。

塩素の強い殺菌作用を利用、微生物や病原菌などを殺菌し、水の安全性を確保する。

抗が増すことによる砂層内の静水圧の低下を水頭で表したもの。主にろ過池洗浄の目安としている。

そのままでは飲用に適さない原水を、水中に含まれている物質等を取り除くなどして､飲料用に供する

ための適切な処理を行い、水道法に定められた水質基準に適合させた水をいう。

浄水場で処理された浄水を、配水池などまで、管路によって送ること。
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(13)【沈澱池】（sedimentation tank, sedimentation basin, setting tank, clarifier）

水よりも重い粒子は、静水中やきわめて静かな流れの中では沈降して水と分離する｡この原理を利用し

て､原水を静かに流れる広い池に流入させて原水中の粒子(懸濁物)を分離する池。また急速ろ過方式にお

(14)【導水】（water conveyance, raw water transmission）

(15)【ＰＡＣ】（polyaluminum chloride）

(16)【フロック】（floc）

凝集剤の注入により、原水中の濁質は荷電が中和されて反発力を失い互いに吸着し､マイクロフロック

と呼ばれる粒子塊を生じる｡さらに凝集剤の水和によって生じた水酸化アルミニウムなどの鎖状の高分子

(17)【フロック形成池】（flocculation basin, flocculator）

(18)【返送水】（returned water）

(19)【マッドボール】（mud ball）

ろ過池の砂層内には、砂粒子相互の隙間をつめる形でフロックが集塊して存在している｡もし洗浄が均

(20)【薬注】（chemical feeding, chemical dosing）

(21)【薬品混和池】（flush mixing tank, flush mixer）

急速撹拌槽、急速撹拌池、急速混和池､あるいは単に混和池ともいい､凝集剤を原水に均一に混合させ

るための施設である。凝集剤が原水と反応して濁質粒子の荷電を中和する。いわゆる水和反応は短時間

に終了するので凝集剤を注入後すみやかに全体に行き渡らせる必要がある。このことから混和池の滞留

を、被処理水に注入すること。薬品注入の略。

る。

ながら成長していく｡このようにして形成された集塊物がマッドボール(泥球)であり、量が増えるとショ

時間は短くてよいが､その間に大量の撹拌エネルギーを投入する必要がある。撹拌方式として､フラッシ

ュミキサーなどの機械撹拌方式と、水流を激しくぶつけ損失水頭を撹拌エネルギーに変える水流式があ

れ再利用される水｡この返送水には､凝集剤や塩素が含まれている場合が多く､原水に返送されたときの水

等に行われず、部分的に集塊が残留すれば、時間の経過と共に集塊は新たにフロックを付着し､径を増し

急速撹拌池で水和反応によって生じたマイクロフロックを､穏やかな撹拌によって成長させフロックを

形成させるための池。

急速ろ過池の洗浄排水や排水処理工程で発生する固液分離後の上澄水等で､再び浄水処理工程に返送さ

処理は特に注意を要する。

ートパスが発生してろ過に悪影響を与える。

凝集剤（ＰＡＣ）、ｐＨ調整剤（苛性ソーダ、硫酸）、消毒剤（次亜塩素酸ナトリウム）などの薬品

ける沈澱処理において、凝集作用で成長したフロックを沈澱分離し､後続の急速ろ過池にかかる負担を軽

減する目的で設置されたものは、緩速ろ過方式の普通沈澱と区別される｡凝集沈澱池、薬品沈澱池とも

う。

原水を取水施設から浄水場まで送ること｡導水の方式としては､自然流下式とポンプ加圧式に分類され

クと呼ばれ、濁質そのものに比べ飛躍的に沈降性が向上するので､沈澱の前処理としてフロック形成が行

われる。

日本で開発された無機高分子凝集剤で、ポリ塩化アルミニウムの略称。（→　凝集剤参照）

る｡水理学的には、閉水路式と管水路式に分けられる。

　路線沿いの地形、地勢、用地取得の難易、維持管理性、経済性によって決められる。

が、マイクロフロックどうしを結合し、大型の粒子塊を生じる｡フワフワして綿毛に似ているのでフロッ
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(22)【ろ過】（filtration）

(23)【ろ過池洗浄】（filter washing）

(１)【クリプトスポリジウム】（Cryptosporidium）

(２)【水質基準】（water quality standards, water quality criteria）

・水質基準項目（51項目）

・水質管理目標設定項目（26項目）

・要検討項目（47項目）

水道水の水質管理の基本となるのが水質基準であり、水道法第４条に基づき、平成15年５月の厚生

労働省令第101号により改定され50項目が設定されたが、厚生科学審議会答申において、常に最新

の科学的知見に照らして改正していくべきとの考えから、逐次改正されている。水道事業者等は、この

基準に適合した水の供給が義務づけれらており、平成29年度現在で51項目が設定されている。

　また、水質基準を補完する項目として、水道水質の管理において留意すべき項目として「水質管理目

浄水中の存在量が不明等の理由から水質基準及び水質管理目標設定項目のいずれにも分類できない

項目。

重金属、化学物質は浄水から評価値の10％値を超えて検出されるもの等を選定。

評価値が暫定的なもの、または検出レベルは高くないものの水道水質の管理において留意すべき項

標設定項目」26項目（平成29年度現在）が設定されている。

　外に､毒性評価が定まらない､浄水中の存在量が不明等の理由から水質基準及び水質管理目標設定項目

のいずれにも分類できない項目（平成29年度末47項目）については、「要検討項目」として整理さ

れている。

水道法により、遵守義務及び検査義務のある項目。全ての水道水に一律に適用される。

目。

オーシストは塩素に対して強い耐性を有し､一旦浄水施設に混入すると通常の塩素消毒では不活化する

ことができないため、近年大きな水質問題になっている。

　その対応として、厚生省（現、厚生労働省）は､平成８年10月に「水道におけるクリプトスポリジウ

ム暫定対策指針」、更に平成19年３月に､「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」を取りま

とめ、本原虫汚染のおそれの判断や､予防対策及び浄水処理の徹底等を全国の水道事業体に対して通知し

た。

砂などのろ材によって構成される一定の厚さのろ層に水を通すことによって水中の濁質などの不純物

を取り除くこと。

ろ過方式には急速ろ過と緩速ろ過がある。急速ろ過は原水中の懸濁物質を薬品沈殿池であらかじめ凝集

沈殿させてからろ過する方法で、濁質などの固形分をろ材への付着やろ層によるふるい分け作用によっ

て除去する。

急速ろ過池においてろ過を継続すると､ろ層に濁質が蓄積して損失水頭が増大し､ついにはろ層内に局

所的負圧を生じる事態を招く｡このような事態を避けるために､損失水頭やろ過継続時間を設定してろ層

の洗浄を行い､ろ材を清浄な状態に戻す作業がろ過池洗浄である｡一般に､表面洗浄と､逆流洗浄を組み合

わせる方法､空気洗浄と、逆流洗浄を組み合わせる方法の二つがある。

２　水質検査関係

で増殖して下痢を起こすとともに、糞便を通して体外に大量に排出される。

ヒトのほか、牛、犬、猫等多くの動物に寄生し、動物がオーシストを経口摂取し感染すると、小腸内

環境中では大きさ４～６μｍのオーシスト（嚢包体、殻に包まれたような状態）として存在している。

人獣共通感染症の原因となる原虫の一種。
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(３)【測定単位】

※1μg/L（マイクログラムパーリットル）：１mg/Lの千分の１

※１ng/L（ナノグラムパーリットル）：１μg/Lの千分の１

・pH（ピーエイチ、ペーハー）

　　水素イオン濃度をグラムイオン数の逆数の常用対数で表わし、酸性（pH<7）、中性（pH＝7）、

アルカリ性（pH>7）を示す尺度。

・度（濁度及び色度の単位）

・μS/cm（マイクロジーメンスパーセンチメートル）

(４)【トリハロメタン】（trihalomethane）

(１)【加圧ポンプ、増圧ポンプ、中継ポンプ】（booster pump,relay pump）

水圧不足及び流量不足を補うために管路の途中に設けられた増圧用のポンプ。送水区間を一様に高圧

で送水すると経済的に不利である場合、あるいは、漏水の原因となる場合局部的に加圧するため、管路

の途中に加圧（増圧）ポンプを設置する。

(２)【空気弁】（air valve,air cock）

(３)【仕切弁】（gate valve,sluice valve）

(４)【取水施設】（water intake facilities）

・mg/L（ミリグラム パーリットル）

1mg/Lは、１Ｌ（リットル）の液体中に１mg（ミリグラム）の物質が溶けている濃度を示す。

※１pg/L（ピコグラムパーリットル）：１ng/Lの千分の１

　大半の物質がmg/Lで表記される。

うに吸気機能も有している。

管路中の水の流れを制御する制水弁の一種。

水道施設のうち、河川、湖沼、地下、海の水源から水を取り入れる施設。

管路内に溜まった空気を管外に排出する弁で、管路の凸部に設置する。

かつては排気機能のみの排気弁と呼ばれたが、現在の空気弁は､工事や管内清掃の時に排水しやすいよ

弁体が可動して、水の流れを遮断して止水する構造のもの。流量の調節にも使用される。

生成される消毒副生成物である。

ヒトに対して中枢神経の抑制､肝機能障害､発ガン性等の健康影響が報告されていること等により、ク

ロロホルム、ジブロモクロロメタン、ブロモジクロロメタン及びブロモホルムに各々水質基準値がある

他、さらにこれら４物質の合計を総トリハロメタンとして基準値を設け規制している。

３　管路関係

　肉眼により色度標準液の段階希釈列と比較測定する方法と色度計により測定する方法がある。

電気伝導率の測定単位で､断面積１c㎡、距離１cmの相対する電極間にある水の電導度のこと。

電気伝導率は、水中に含まれるイオン類の合計量と関係がある。

水道原水中の一部の有機物質（トリハロメタン前駆物質）と消毒に使用する遊離残留塩素が反応して

ものを１度（１mg/Lということもある）として、濁度計で測定する。

濁度は、濁りの程度を示す。精製水１Ｌ中にポリスチレン系粒子１mgを含むときの濁りに相当する

　　色度は、水中に含まれる溶解性物質及びコロイド性物質が呈する類黄色ないし黄褐色の程度を表す。

　　また、１㎎/Lは、１ｍ3（立方メートル）中に１g（グラム）の物質が溶けている濃度と等しい

　（例えば、縦１m×横１m×深さ１mの風呂桶一杯の水に１gの塩が溶けている濃度。）

　　水質測定結果は、ほとんどの物質について、１Ｌの水に含まれる測定物質の重量で示しており、

水素イオンの濃度。pはPower（指数）、HはHydrogen（水素）を表す。
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(５)【水管橋】（water pipe bridge,aqueduct bridge）

(６)【送水施設】（water transmission facilities,transmission facilities）

(７)【耐震管】（seismic pipe）

(８)【ダクタイル鋳鉄管】（ductile iron pipe）

(９)【導水施設】（water conveyance facilities,raw water transmission facilities）

(10)【特殊排気弁】（hydrant）

(11)【排水管】（drainpipe）

(12)【配水施設】（water distribution facilities）

(13)【配水池】（service reservoir,distributing reservoir）

(14)【バタフライ弁】（butterfly valve）

弁箱内で弁棒を軸として円板状の弁体が回転するバルブの総称。流量の調節に使用される。

(１)【圧力容器】（Pressure vessel）

(２)【運転圧力】（Operating pressure）

(３)【S D I（汚れ指数）】（Silt density index）

(４)【エネルギー回収】（Energy recovery, Energy recovery turbine）

水道施設のうち、浄水場から配水池まで浄水を送る施設で、調整池、送水ポンプ、送水管などである。

送水された浄水を給水区域内に配水する施設で、配水池、配水塔、配水ポンプ、配水管などである。

ことにより停電等の不測の事態が起きても配水できるよう、高所に配水池を建設する場合が多い。

逆浸透法において、モジュールへの供給水の微量な濁質を定量化する指標で、各種のモジュールへの

供給水の濁質はこの数値によって規定される。

有効に利用されずに排出されているエネルギーを回収して再利用すること。逆浸透装置ではモジュー

給水区域の需要量に応じて適切に配水を行うために浄水を一時貯める施設で､給水量の時間的変動や水圧

の調整を主目的とし、一日最大給水量の12時間分の容量を標準とする。

　標高の高いところに給水するために中継（加圧）ポンプで水を送る場合もあるが､自然流下方式にする

４　海水淡水化関係

逆浸透装置のエレメントを包蔵する容器で、運転圧力に耐える強度を有する。耐圧容器ともいう。

る。

ルから排出される高圧の濃縮水が持っているエネルギーを、タービン等を用いて電気または直接動力と

して回収すること｡エネルギー回収を行うのに用いるタービンをエネルギー回収タービンという。

逆浸透装置を運転するときに供給水に加える圧力で供給水が持つ浸透圧の２倍以上の圧力を必要とす

河川などを横断するときに設ける管路専用の橋｡道路橋などに併設添架されたものは橋梁添架管という。

る。

送水方式は､浄水場と配水池の水位関係、中間の地形によって自然流下式、加圧ポンプ式及び併用式があ

管内水の排水、充水時の吸気、排気の機能を有する弁｡火災発生時の消防水利の機能を目的として設置

に取り付けられた管。

耐震性能に優れた継手(耐震継手)を有するダクタイル鋳鉄管、鋼管等である。ダクタイル鋳鉄管の耐

震継手とは、Ｓ形、ＳⅡ形、ＮＳ形、ＵＳ形、ＵＦ形、ＫＦ形、ＰⅡ形など離脱防止機構付き継手のこ

水道施設のうち、取水された水を浄水場まで導く施設で､主要なものは導水路（導水渠、導水管）、導

とで、鋼管は溶接継手に限って耐震継手という。

水ポンプ、原水調整池などである。

するものを消火栓と呼ぶ。

泥吐き管(dirt pipe)とも言われ、管路に残る砂などを排出させ､管内清掃及び停滞水の排除のため

ダクタイルとは延性のあるという意味で、鋼と同等の強度、靱性を持ち､しかも鋳鉄本来の優れた耐食

性を兼ね備え､施工性がよい。現在、水道用として広く用いられている。
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(５)【エレメント】（Element）

(６)【塩水】（Saline water）

(７)【塩素許容量】（Chlorine tolerance）

(８)【塩素処理】（Chlorine treatment）

(９)【回収率】（Recovery rate）

(10)【かん水】（Brackish water）

(11)【逆浸透（ＲＯ）】（Reverse osmosis）

(12)【逆浸透膜（RO膜）】（Reverse osmosis membrane）

(13)【供給水】（Feed water）

(14)【限外ろ過（UF）】（Ultrafiltration）

(15)【限外ろ過膜（ＵＦ膜）】（Ultrafiltration membrane）

(16)【懸濁物質】（Suspended solid(s)）

(17)【高圧ポンプ】（High pressure pump）

(18)【酢酸セルロース膜】（cellulose acetate membrane）

(19)【サックバックタンク】（Suck-back tank）

(20)【重亜硫酸ソーダ（SBS）】（Sodium bisulfite）

(21)【純水】（Pure water）

(22)【浸透圧】（Osmotic pressure）

浸透現象が平衡に達したとき、半透膜の両側に生じる圧力差を溶液の浸透圧という。

耐性のない逆浸透膜を使用する場合に供給水に添加されることがある。

純度の高い水で、一般には電気伝導率が10μS/cm以下程度の純度の水をいう。

ウィルス、藻類など。

限外ろ過を行うための膜。

水中に懸濁している物質で、測定方法はJIS K0101，K0102による。

する現象。この際溶質は選択透過性膜で阻止されるので淡水化される。

逆浸透法における選択透過性膜をいう。

逆浸透装置に供給する水。一般に原水を前処理してから供給する。

分子量30万程度の溶質を膜を用いてろ過する方法。水道での除去対象は懸濁物質、コロイド、細菌、

逆浸透装置の供給水圧力を運転圧力まで昇圧するのに用いる高揚程のポンプをいう。

モジュール内の濃縮水と透過水の濃度差によって起こる正浸透現象を応用して、逆浸透装置が停止す

酢酸セルロースを素材とした膜。

るときに逆流させてモジュール内を透過水で置換するため設けた透過水貯槽をいう。

還元剤として用いられる薬品。化学記号ＮaＨＳＯ３でＳＢＳと略称することもある。酸化剤に対する

淡水と海水の中間の濃度の塩水。一般的にTDS1000mg/L～30,000mg/L程度の水。

溶液の浸透圧にうちかつ圧力を高濃度液側に加えると、溶媒(水)が浸透現象とは逆に希薄液側へ移行

逆浸透膜とその支持体及び流路材を一体化し、圧力容器に納められるように加工成形した部品。

供給水量に対する透過水量の割合で、通常％で表す。

供給水中の残留塩素の許容量。逆浸透膜には残留塩素に対して耐性を持つ膜（酢酸セルロース膜）と

称をいう。一般に、液化塩素、次亜塩素酸ソーダ、塩水の電解によって生成する塩素などを用いる。

耐性がない膜（ポリアミド膜、ポリエーテル膜など）がある。

殺菌、殺藻や有機物、鉄、マンガン、アンモニアなどを除去する目的で塩素剤を水に加えることの総

塩類を含む水の総称で、海水とかん水を含む。一般にTDS1000mg/L以上の水をいう。
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(23)【浸透現象】（Osmotic phenomenon）

(24)【スケール】（Scale）

(25)【スパイラル型モジュール】（Spiral-wound type module）

(26)【スペーサー】（Spacer）

(27)【生産水】（Product,Product water）

(28)【淡水】（Fresh water）

(29)【脱塩】（Desalination）

(30)【中空糸型モジュール】（Hollow fiber type module）

(31)【中空糸膜】（Hollow fiber membrane）

(32)【ＴＤＳ(溶解性蒸発残留物)】（Total dissolved solid(s)）

(33)【電気伝導度】（Electric conductivity）

(34)【透過水】（Permeated water）

(35)【濃縮海水】（Concentrated seawater）

(36)【半透膜】（Semipermeable membrane）

(37)【フラッシング】（Flushing）

(38)【保安フィルター】（Safety filter）

にするためのフィルター。一般にカートリッジタイプのフィルターが使用される。

水の試験では25℃の値を用い、Ｓ/cmの百万分の１を単位とし、μＳ/cmで表す。

逆浸透膜を透過しないで塩分が濃縮された海水。

溶媒（水）のみを通し、溶質（塩）は通さないという選択透過性膜。

清浄な水を送り込んで装置内の汚れ、薬品の残留物などを水で押し流す処置をいう。

逆浸透装置の高圧ポンプの前に置き、鉄粒などの異物が管路に流入してポンプを損傷しないよう

留物（ＴＤＳ）の濃度が500mg/L以下の水をいうことが多い。

塩水より塩分を取り除き淡水を得る操作。

中空糸膜を多数束ねたエレメントを使用したモジュール。

逆浸透膜を透過した水。

中空の糸状に形成した膜。

水中に含まれる蒸発残留物のうち懸濁物質を分離した透明なろ液を蒸発乾固したときの残留物。

ＴＤＳは蒸発残留物のうちJIS K0101に示される溶解性蒸発残留物に相当するが、乾燥温度を300 ℃

に高めて測定する場合もある。

断面積１c㎡、距離１cmの相対する電極間にある溶液がもつ電気抵抗の逆数に相当し、Ｓ/cmで表す。

溶質の濃度の異なる溶液が半透膜を隔てて接するとき、双方の濃度が均一になる方向、つまり濃度の

大きい方へ溶媒（水）が移動する現象をいう。

水酸化マグネシウム、硫酸カルシウム、珪酸塩となって装置内に析出した物質。このうち後者２つをハー

シート状の膜を海苔巻き状に成形加工したモジュールの形態。

て挿入した網状構造物をいうことがある。

膜の間にあり、適正な間隔を保つもの。液流の乱れを促進し、濃度分極を減少させる目的で膜に添わせ

淡水化によって得られた水。

飲料に適する程度の塩分濃度の水をいう。一般に雨水、河川水、湖沼水、地下水などで、溶解性蒸発残

塩水を濃縮すると溶解しているカルシウム、マグネシウム、シリカが過飽和になり、炭酸カルシウム、

ドスケールという。
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